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はじめに 
 
DTS XD10シネマメディアプレーヤーは、１０チャンネルディジタルサラウンドサウンドと

代替メディア用の高品質なビデオ映像の提供、及び字幕、RearWindow™キャプショニング、

そして盲人用音声解説等の豊富なオプションをサポートする劇場用装置です。XD10 は、プ

リショー、映画本編の再生に、信頼性の高い、ユーザーフレンドリーなソリューションを提

供します。また従来のフィルム再生とディジタルシネマの両方に対応しています。 
XD10 は、映画音声に関しては、二基のディスクドライブからDVD/CD-ROM ディスクに記

録させたディジタルオーディオデータをハードドライブにダウンロードします。サウンドと

映像を同期させるために、独自のDTSタイムコードを、サウンドネガからリリースプリント

にプリントし、使用します。このDTSタイムコードはフィルム上の映像とオプティカルサウ

ンドトラックの間にプリントされています。 
DTS XD10 には標準の 5.1 チャンネル、レフト、センター、ライト、レフトサラウンド、ラ

イトサラウンド、サブウーハー（L,C,R,LS,RS,SW）の音声出力があります。またレフトセン

ター、ライトセンター、バックサラウンド、AUX 出力等を提供することも可能な仕様になっ

ています。更に、LSとRSの音声出力を組み合わせることによりモノサラウンド音声出力も

可能です。 
このシステムは、一度に約３０タイトルのDTSデジタルフィルムサウンドトラックをハー

ドドライブに蓄積する事ができ、DTSデジタルフィルムサウンドの情報をインプットしてお

けば、映写技師を煩わしい作業から解放します。システムが自動的にスタート、ストップ、

フィルムの走行速度に追随し、チェンジオーバーします。シネマ字幕システム（CSS）のイ

ンターフェース機能も、別途ライセンスを購入して頂くことで可能になります。システムを

機能拡張する二つのオプションがあります。ビデオボード又は追加の音声チャンネル用のオ

ーディオボードです。オプションとしては、ほかに AES/EBU デジタル音声出力ボードもあ

ります。 
XD10 は、２種類の方式：標準フォーマットとコヒーレントアコースティック（DVＤ等の

採用フォーマット）でDTSエンコードしたプログラムをプレー可能です。標準デジタルオー

ディオはディジタルデータ圧縮率4:1であり、44.1Kサンプルレートで録音されたPCM音源

を用いる方式で、８オーディオチャンネルと２本の補助（AUX）チャンネルを供給します。

コヒーレントアコースティックは柔軟な構造をもち、ロスレス圧縮ができ、96KHzサンプル

レート音源からの圧縮も可能です。コヒーレントアコースティックは１０オーディオチャン

ネルと２つの補助（AUX）チャンネルを提供します。補助（AUX）チャンネルは、メイン音

声チャンネルと位相は一致しません。ビデオに使用されるオーディオはコヒーレントア

コースティック 48KHz 24bit PCM 音源を圧縮するもので、DVD フォーラムに採用

されたエンコード方式と同等です。但しXD10では、一般に販売されている家庭用DVDソ

フトは再生できませんのでご注意ください。 
３０タイトルものフィルムサウンドトラックが蓄積可能なハードドライブを内蔵している

ため、XD10 は１映画作品にたいして複数の言語字幕を保存する、複数の作品音声を蓄積す

るなど柔軟性があります。また、プリショー用のビデオをプレーバックすることが可能な他、

ネットワークやプリショーのプログラミング機能などもあります。 
フィルムサウンドは、ディスクドライブよりさらに信頼性の高いXD10の内部ハードドラ

イブにダウンロードしたものを音源として使用します。ダウンロードするために、二つの

DVDドライブがついています。このプレーヤーにディスクを入れると、XD10は最初のリー

ルをダウンロードし（約３０秒で）、それからフィルムを再生し始めます。残りのリール分に

ついては、最初のリールが上映されている間に、XD10のハードドライブに記録されます。 
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このダウンロードのプロセスは一回行うだけでよく、それ以降プレーバックは自動的に行わ

れます。XD10 は３０作品を蓄積します。それ以降は、以前に蓄積したフィルムタイトルを

順に入れ替えていきます。 
DTSタイムコードは、正確なサウンドと映像の同期を可能にするだけではなく、フィルム

が正しいオーディオトラックで上映されていることの確認もします。DTSのディジタルサウ

ンドフォーマットでリリースされる35mmフィルムには、バックアップのサウンド源として

従来型のアナログ（オプティカル）サウンドトラック（SR,A-Type,あるいはMONO）が含ま

れています。XD10にはフェイルセーフ操作を確実にする、自動エラー検出機能があります。

ディジタルサウンドに問題が発見されると、システムが自動的に正しいアナログサ

ウンドフォーマットの再生に切り替わります。 
これから先のページでは XD10 のユニークな特長が説明されています。XD10 システムの

良さを最大限に味わうために、本取扱い説明書を良く読み、システム取り付け時、及び初め

の操作時に手元に置いておかれることをお奨めします。 
DTS では、ユーザーの為のヒントや最新情報などを盛り込んだ“Tech Talk(テックトーク)”
というニュースレターを発行しています。Tech Talkは４ヶ月に一度発行され、会社のウェブ

サイト上にも掲載されます。 
 
DTS本社 
5171 Clareton Drive 
Agoura Hills, CA 91301 
 
Email:cinematech@dts.com 
電話：＋1(818)706.3525、アメリカ国内では＋1(800)959.4109 
カスタマーサービスのファックス番号：+1(818)879.2746 
DTSヨーロッパ 
Email:dtsinfo@dtsonline.co.uk 
電話：+44(0)1189.349.199 
ファックス番号：+44(0)1189.349.198 
 
DTSジャパン 
電話： (03) 5794.5288 
ファックス番号： (03) 5794.5266 
 
DTSの劇場及び家庭用の製品の最新情報は、ウェブサイトhttp://www.dts.comをご覧ください。 
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取付チェックリスト： 

観客にフィルムを上映する前に、以下のチェックリストを使って、重要な設定が正確に行われているかどうかを確認します。最初のリストがXD10

用、次がCSSのオプション用、そして三番目がビデオオプション用です。 

表0-1.XD10取付及びセットアップ 

完了 作業    参照 

□ XD10を機器ラックに取り付ける。 ２章２−５ページ 

□ タイムコードリーダーヘッドをプロジェクターに取り付ける。 ２章２−５ページ（添付文書Bの図面も参照） 

ケーブルの接合 

□ パワーケーブル  

□ タイムコードリーダーヘッドのインターコネクターを XD10 タイム

コードコネクターに接続 

 

□ XD10 のオートメーションからのケーブルをシネマプロセッサーに

接続 

付録文書Bインターコネクト図面 

□ XD10アナログアウトからのオーディオ（アナログアウトプット）ケ

ーブルをシネマプロセッサーに接続 

付録文書Bインターコネクト図面 

プログラミングのステップ 

□ 自動設定：ピンの定義、フォールバックフォーマット、及び操作モー

ド 

１章のシステム設定／オートメーション設定／フォー

マットメニュー、１−２２ページ 

□ （オプション）I/Oコントロール：ピンの定義と言語の設定 １章のシステム設定／オートメーション設定、１−２６ページ 

□ オートメーションテスト １章のシステム設定／オートメーション設定、１−２８ページ 

□ 言語バージョン：イネーブル？ １章、１−３２ページ、１章システム設定、１−１４ページ 

□ 自動言語設定を使用？ １章トピック、自動言語設定１−３３ページ 

□ 言語バージョンの選択？ １章トピック言語バージョン選択１−３３ページ 

□ COM2 の構成：CSP ビデオコントロール用にEMA ポートを設置す

るか、ビデオログファイルをダウンロードするためにIRポートを設

置する 

１章システム設定／システムオプション／COM2 コンフィギュレー

ション、１−２９ページ、この設定を変更後再起動する 

□ ネットワークコミュニケーションのイネーブル／ディスエーブル １章システム設定／システムオプション、１−２９ページ 

□ システムクロック設定：時間のゾーン、日付、時間を設定し、設定の

全体を確認 

１章システム設定／システムオプション／システムクロックメニュ

ー、１−２９ページ 

□ XD１０への不法アクセスを防ぐため、パスワードを設定 １章システム設定／システムオプション／パスワードの設定、１−２

９ページ 

□ フィーチャーのチェック／トレイラーが装着されている １章チェック手順、１−３５ページ、１章プレーバック／コンテンツ

メニュー、１−１２ページ 

調整とテスト 

□ XD１０のサウンドレベルを設定、調整 ３章XD10レベルの測定と調整３−１、１章システム設定／オーディ

オ設定／レベル調整、１−１４ページ 

□ タイムコードリーダーのSync調整 ３章タイムコーダーのSync調整、３−３、１章設定／TCRDR 

オフセットメニュー、１−１３ 

□ サウンドパーフォーマンスの確認 ３章サウンドパーフォーマンスの確認、３−４ページ 

□ オーディオテスト １章システム設定１−１５ページ 

□ シネマ本編とトレーラーのディスクローディング １章ディスクの装着、１−２ページ 

□ 自動フェイルセーフ（デフォルト）操作のチェック ３章自動フェイルセーフ、３−４ページ 
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シネマ字幕システム（CSS）のオプションを取り付ける場合は、以下のステップを踏みます。 

表0-2.CSS取り付けと設定 

完了 作業    参照 

□ EMAと字幕プロジェクター取付 付録Gシネマ字幕システム、G−８ページ 

□ EMAコントロールコネクターからのケーブルをEMAに接続  

□ XD10 プロジェクタービデオコネクターからのケーブルを字幕

プロジェクターに接続 

 

□ 字幕プロジェクターのプログラミング 付録G、G−１４ページ、１章１−２０ページ 

□ EMAマスクトリムの位置決め 付録G、G−１７ページ 

□ CSP言語設定 １章プレーバック、言語メニュー、１−１２ページ 

□ CSPランプステータスのチェック １章プレーバック、CSPステータス１−１３ページ 

ビデオオプションを取り付ける場合は、以下のステップを踏みます。 

表0-3.ビデオオプション取り付けと設定 

完了 作業    参照 

□ ビデオカードとケーブル取り付け 付録Fビデオオプション取り付け、F−１ページ 

□ ビデオオプションのライセンス取り付け（CD-ROM）  

□ ビデオアウトプットの構成 付録F構成、F−３ページ 

□ ビデオディスクローディング １章ディスクローディング、１−２ページ 

□ （オプション）工場設定のリセット １章システム設定、工場設定、１−１８ページ 

□ レゾリューション、明るさ、コントラストの設定 １章システム設定、ビデオメニュー、１−１７ページ 

□ 画像をセンターに置き、幅を調整 １章システム設定ビデオメニュー、１−１８ページ 

□ （オプション）プレーヤーゾーンの設定 １章システム設定、プレーヤーゾーン、１−１８ページ 

□ 自動ステップを設定 １章システム設定、自動ストップ、１−１８ページ 

□ 画像を映画館のスクリーンマスキングの位置に合わせる １章システム設定／ビデオ設定／アプリケーション設定、 

１−１８ページ 

□ テスト画像をプレー（終了時ノーマルにリセット） １章システム設定、テスト／ノーマル設定、１−１８ページ 

□ プレーリストを見る １章プレーバック／プレーリストの選択、１−１０ページ 

□ ビデオの一片をプレーし、ステータスを確認 １章プレーバック／ビデオ／プレーメニュー、プレーを選択．

ステータスメニューを選択、１−１０ページ 

□ ビデオプレーの場面を配置する １章プレーバッック／ビデオ／コントロールメニュー１−１１ 

□ ビデオロギングパラメーターの設定 １章プレーバック／ビデオ／ビデオログインメニュー、１−１

１ページ（ビデオログファイルをダウンロードする場合には、

１章のシステム設定／システムオプション／COM2 コンフィ

ギュレーション、１−２９ページも参照．この設定を変える時

は再起動する） 
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1. 操作概要 

本章では、DTS 映画とトレーラーディスクを XD10 に記録する仕方の説明の他に、上映前、上映中、上映後の基

本的な操作方法が説明されています。XD10 のメニューや、その他のサブメニュー、オプションの説明もありま

す。言語管理、チェックの手順及び互換性等についての説明は、本章の最後の方で説明されています。 

1.1. ディスクのローディング 

XD10には２つの DVD/CDROMのドライブと、大容量のハードディスクドライブが内蔵されており、長編映画 30 本分

の音声を記録保存することが可能です。映画タイトルの全て（映画のディジタルサウンドトラック等）がハード

ディスクドライブにより再生され、そのタイトルは DTS シネマ用 CD-ROM ディスクからハードディスクドライブ

にダウンロードされます。DTS シネマタイトルのダウンロードは、Aドライブからでも Bドライブからでもでき

ます。一旦 XD10 が設定され、シネマディスクがロードされれば、本編、トレーラー、ビデオ（ビデオオプショ

ンが付いている場合）、字幕／ナレーション／キャプション（CSS オプションが付いている場合）は、直接 XD10

から再生することができます。XD10 は、映写技師やオペレーターの手を煩わせず、自動的にスタート、ストッ

プ、フィルムの切れ目を探し出し、チェンジオーバーの作業を行います。 

 注：このシステムはキャディー無しの DVD/CD-ROM を使用し、キャディーやケースに入った

DVD/CD-ROM のディスクは使用できません。ディスクはケースから出して、DVD/CD トレーに入れて

ください。 

DTS ディジタルサウンドトラックは、自動的にハードディスクドライブにダウンロードされます。ダウンロード

が終了すると、“終了”サインが出るので、ドライブドアを開け、ディスクを取り出しディスクケースの中に入

れます。このディスクケースとディスクをフィルム缶の中に戻し、プリントと共にフィルム倉庫に戻します。

DTS シネマビデオは、DTS シネマサウンドディスクと同様にロードしますが、ディスクには必ず“DTS シネマビ

デオ”と書かれたラベルを貼りましょう。このディスクは特別仕様のフォーマットが施されており、ディスクそ

のものが XD10“ビデオプレーリスト”の一部となるようになっています。適切にプレーバックするためには、

それがビデオプレーリストの一部となっていなければなりません。 

1.1.1. コンテンツファイル管理 

ハードディスクドライブの容量は４０ギガバイトです。内容がハードディスクドライブにロードされるにつれ、

ドライブ自体が容量一杯になることもあります。そのようなときは、保存されている内容を削除し、新しいフィ

ルムが入る空間を作らなければなりません。XD10 のファイルマネージメントは、最近上映されていない作品を

特定するという方法をとっています。XD10 の内部でデータファイルのリストが作成されており、ある映画作品

が上映されたり、ＣＤからダウンロードされたりすると、その作品に使用される全ての内容がリストの一番上に

置かれます。最近上映されていない作品のファイルはリストの下段に下ろされます。一番長いこと上映されてい

ないファイルが、最下段に降りるということです。新規の CD-ROM が挿入されると、プログラムはリストの一番

下から見に行き、新しいファイルをコピーする為に必要な容量分のファイルを、下から順に削除します。

PLAYBACK/CONTENTS メニューを使ってハードディスクから削除する作品やトレーラーを自分で選択することもで

きます（１− １４ページを参照）。 

1.1.2. ＤＴＳ映画ディスクについて 

DTS 映画ディスクは、フィルムスタジオの配給会社から映画館に支給されます。ディスクが、上映したい映画と

あっているかの確認をしてください（例えば、“ジュラシックパーク”のプリントには“ジュラシックパーク”

用音声ディスクが要ります）。ダウンロードするのは 1回に１映画作品にします。ディスクは常にプリントと一

緒に返却してください。 

 注: フィルムとディスクがあってないと、プレーリストのプレーバックを選択しても、ディジタル

サウンドトラックは再生できません。 
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９０分以下の作品はディスクを 1枚しか必要としません。“One Disc Only”というラベルの付いた作品は XD10

の２つのドライブのどちらにもかけてもかまいません。 

 注：1枚ディスクの作品をロードしている間は、２番目のドライブにディスクを入れてはいけませ

ん。 

９０分以上のフィルムにはディスクが２枚必要になります。1枚はトラック A、もう 1枚はトラック B と表示さ

れています。このタイプのディスクは XD10 の２つの DVD ドライブにどの順序で入れてもかまいません。 

 注：まれにディスクが３枚ある映画があります。この場合は、1度に１枚ずつロードし、 

“Missing”（ディスクが足りない）というメッセージは無視します。  

DTS 映画本編のディスクに入っているトレーラーの内容一覧は、ディスクのレーベル面に印刷されています。 

1.1.3. トレーラーディスクについて 
DTS トレーラーディスクは、XD10 の２つの DVD ドライブのどちらに入れてもかまいません。トレーラー内容一覧

はレーベル面に印刷してあり、直接 DTS から配給されます（地域による）。 

注：ディスクのレーベル面に表記されていないトレーラー（DTS のタイムコードがエンコードされて

いたとしても）はアナログでのみ上映できます。 

注意：２つの DVD ドライブに複数のトレーラーディスクを同時に入れないでください。また、映画

本編ディスクとトレーラーディスクの組み合わせでも入れないでください。 

注：XD10 プレーヤーに挿入するのは DTS 映画本編ディスクとトレーラーディスクだけにしてくださ

い。音楽 CD や家庭用 DVD を XD10 プレーヤーに挿入しても作動しません。 

1.2. 基本操作 

1.2.1. 通常のディスク ローディング 
XD10 は DVD/CD-ROM ドライブ（これ以降“DVD ドライブ”と呼びます）を使用ていします。ディスクをケースか

ら取り出し、DVD/CD トレーに置き、ハードディスクドライブにダウンロードします。ディスクが２枚以上あれ

ば、DVD ドライブを両方使って同時にダウンロードします。 

 注：ディスクは映画が上映されている間でもダウンロードすることができ、それが上映の妨げにな

ることはありません。 

1. 電源を入れます（未だ入っていなければ）。メインの電源スイッチは機器の背面にあります（これ

は常に電源が入った状態にしておきます）。スタンバイ／オンのスイッチは前面にあるので、これ

もオンにします。 

2. XD10 の DVD/CD ドライブのどちらかの、オープン／クローズボタンを押し、トレーを開けます。 

3. トレーに載っている使用済みのディスクを取り出します。 

4. 上映したいディスクをケースから取り出し、トレーに載せます。この際ディスクは印刷面を上にし、

トレーの上に平に載っていることを確認します。 

5. トレーをドライブの中にしまうためには、オープン／クローズボタンを押すか、トレーを手で静か

に押し入れます。 

ディスクの中身は自動的にダウンロードされます。ダウンロードが終了すると、LCD のディスプレ

イが“Complete” （完了）と表示します。その後 ENTER ボタンを押し、トレーを出します。 
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図１.ディスクの装填 

6. トレーからディスクを取り出し、ケースにしまいます。ケースとディスクをフィルムキャリア（コ

ンテナー袋）に入れ、プリントと共にフィルム保管庫に戻します。 

DTS トレーラーディスクは保管することができ、返却する必要はありません。新しいトレーラーが配

給されたら前のものは廃棄処分してください。 

1.2.2. ディスク２枚の映画作品のローディング 
映画のサウンドトラックディスクは一組としてローディングしなければなりません（ディスクが２枚以上の映画

の場合）。２枚のディスクを２つの DVD ドライブに挿入します。１枚しかロードされていないと、以下のメッセ

ージが出ます。 

Warning: Second Disc 
May be Missing 
Insert Second Disc 
[Enter] - Ignore 
 

ENTER を押して警告を無視し、ローデ

ィングを続けます。または２番目のディ

スクをも片方のディスクドライブに挿入

します。するとメッセージは消え、ロー

ディングが続けられます。 

Aと Bのディスクが正しいペアでない場合、他のエラーメッセージがでます。この場合の問題は次の内のどれか

になります。 

x ２枚のディスクはそれぞれ違う映画のディスク 

x ２枚のディスクは同じ映画のディスクではあるが、使用言語が違っている 

x ２枚のディスクは両方ともディスク A（あるいは B） 

x どちらかのディスクが、映画本編音声ディスクではない 

ERROR:  
Installed Discs 
Are Not a Set 
[Left] Abort Load 
 

 ◄を押してローディングを中止する。

両方のドライブがイジェクトする。 

1.2.3. ディスクが１枚の映画のローディング 
どちらかのドライブにディスクを挿入します。たまにプレーヤーがもう一枚のディスクも挿入するようにという

指示をだす場合もありますが、１枚のディスクしか必要でない場合には、そのまま ENTER を押して指示を無視

し、ローディングを続けます。 

1.2.4. ディスクが３枚の映画のローディング 
現在、３枚のディスクの映画への設定はされていません。このような場合には、ディスクを１枚ずつロードし、

“２枚目のディスクが無い”という警告は無視します。 
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1.2.5. CD-ROM 読み取りエラー 
ファイルを読み込んでいる最中にエラーが発生すると、ファイル（あるいはリール）の一部分しかコピーできず、

トレーラーの場合にはその一部のみがコピーされることになります。 

以下のメッセージが表示されます。 

Warning: Second Disc 
CDROM Read Error 
Some Audio Missing 
[Enter] Continue 
 

ENTER を押し、ローディングを続け

る。◄を押してローディングを中止す

る。両方のドライブがイジェクトする。 

ENTER を押してこのデータを受け入れると、データにはおそらく欠落があり、その場合はシステムが DTS オー

ディオをからオプティカルオーディオに切り替えます。 

◄を押してローディングを中止すると、両方のドライブがイジェクトし、そこまでコピーされていたデータは

ハードディスクから削除されます。 

同じ上映フィルム（DTS CD ROM 付き）を２セット以上入手している映画館ではもうひとつのセット

からの良好なディスクを使用することで問題が解決されます。 

1.2.6. ＤＴＳロゴトレーラーのスプライス 
DTS トレーラー（ロゴ）フィルムを、DTS エンコードされた映画の頭に付け加えます。フェイドアウトの６フレ

ーム後（タイムコードが未だ残っている所）あたりに継ぎ合わせ、タイムコード付きの映画の最初のフレームに

直接付けます。 

1.2.7. 上映開始 
タイムコードリーダーがフィルムのシリアルナンバーを読み取り、そのシリアルナンバーと一致したサウンドト

ラックが流れるよう XD10 を操作します。字幕やアクセスオプション（ナレーション、リアウインドー®、キャプ

ション）等が設定されていると、それらも同時に作動します。 

XD10 システムがオンの状態になり、ディスプレイが READY の表示を示すと XD10 は上映スタートスタンバイ OK

です。 

READY の表示が２分以内に表示されない場合、スイッチを切り３秒間待ち、またつけてみます。そ

れでも２分以内に READY が表示されなければ、電源を切り、設備設置担当の会社に連絡してくだ

さい。 

タイムコードリーダーヘッドがフィルムを読取ると、ヘッド上のグリーンのライトが点灯し、XD10 のフロント

パネルのタイムコード LED が点灯します。約１秒後に XD10 のフロントパネルの青い DTS Playback LED が点灯

し、DTS ディジタルサウンドトラックが作動開始します。 

1.2.8. チェンジオーバー（切替） 
プロジェクターを２台使用する場合、XD10 は、映画の最初のフレームが次のプロジェクターのアパチャープレ

ートに辿り着くと自動的にサウンドがチェンジオーバーをします。DTS ディジタルサウンドは、プロジェクター

のダウサー（遮光盤）位置とは無関係に切り替わります。この際、この切り替えを“シームレス”にする為に、

次のプロジェクターへのロール変換点を調整することも必要になるかもしれません。５章の XD10 保全維持とト

ラブルシューティングの中の、シームレスな切り替えの為のガイド をご参照ください。 

1.2.9. フィルムの切断と編集 
XD10 は編集のどの時点でも自動的に追随して音声を再生します。３０ミリセカンドのクロスフェイドにすると、

編集点がまったくわかりません。フィルムをいったん停止した場合は、シネマプロセッサーが DTS ディジタルフ

ォーマットになっていることを確認してください。 
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1.3. 日常の保全維持 
日常：タイムコードリーダーのレンズに圧縮空気を吹き掛け、埃を取り除きます。 

６ヶ月毎（あるいは必要に応じて）：DVD クリーニングディスクを使って DVD ドライブを掃除します。 

５章の XD10 保全維持とトラブルシューティングの中で、その他の保全行程やトラブルシューティングの手順が

説明されています。 

1.4. 上映後 

本編音声ディスク 

作品内容を XD10 にダウンロードした後、ディスクをディスクケースに戻し、フィルムの缶に戻します。 

トレーラーディスク 

このディスクは DTS が送付したもので、使用後返却する必要はありません。 

注：日本では、配給会社の指示に従って処分してください。 
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1.5. コントロール及びインディケーター 
 

1.5.1. フロントパネルコントロールとインディケーター 
下の図で説明されている部品の定義を参照してください。 

 

 
図２.フロントパネルコントロールとインディケーター 

x LCD スクリーン：２０文字のアルファベットと数字 4行で、設定、コンフィギュレーション操作の

パラメーターを表示。映画が上映されている間、題名、リール番号、映画のシリアルナンバー、タ

イムコードのカウントを表示する。 

x DVD ドライブ：サウンドトラックを HDD にローディングする為の２台の DVD ドライブ 

x ナビゲーション：５つのナビゲーションボタンにより、LCD スクリーン上でのメニュー選択やパラ

メーター調整ができる。 

x ステータス LED：７つの LED で、動作時のステータス情報を表示する。 

x スタンバイスイッチ：機器をスタンバイモード（ユニットそのものは OFF であるが、電源は入って

いる状態）に入切する（主電源スイッチはリアパネル）。 

表１．フロントパネル LED インディケーター 

LED 色 表示内容 

DTS PLAYBACK 青 信号／デジタル信号の出力あり 
TIMECODE 緑 タイムコードデータの入力あり 
VIDEO 緑 休憩時プログラムもしくは他のオーデ

ィオ／ビデオプログラム再生出力あり 
NARRATION 緑 ナレーション出力あり 
SERIAL 緑 シリアルデータ出力 / リアウィンドウ

キャプションあり 
CSP TEXT 緑 CSS 字幕あり 
CSP LAMP 
FAULT 

赤 点滅時 CSS プロジェクターランプの交

換が必要。点灯時はランプエラー 

 

1.5.2. LCD プレースクリーン 
フロントパネルステータス LED の他に、XD10 の液晶ディスプレイ（LCD）スクリーンが、プレーバッック中に有

効な情報を表示します。現在上映中のプログラムを内容確認するデータ、走行中のタイムコード表示などです。

また以下でのような情報も表示することができます。 

LCD スク

リーン 

DVD ドライブ (2) 

USB 及び 赤

外線 

ナビゲーション

ボタン 

ステータス 

LED 

スタンバイ

スイッチ 



 

 XD10 Cinema Media Player, Installation and Operating Guide  Version 1.2 
 

Operational Overview 1 - 7 Document #: 9301E692001.0 
 

4 行目 

 

何のプログラムも上映されていない時には、ディスプレイにはただ単に READY が表示されていて、電源が入っ

ていることを知らせています。プログラムが上映中は、通常下のような表示がでています。 

 

 

図３．プレースクリーンディスプレイ（通常） 

ディスプレー画面の最初の３行は、今上映されているフィルムの作品名（あるいはトレーラー名）、シリアルナ

ンバー、リール番号とタイムコード表示です。この表示はプレーバック中ずっと表示されています。4行目に表

示させる情報は上/下ナビゲーションボタンで選択することができます。 

x 選択無し：4行目には何も表示されない 

x Fmt:シネマプロセッサーの現在のフォーマット（DTS かオプティカルか）を表示 — プロセッサー

の機種によっては表示できない場合もある 

x CSP LANG:シネマ字幕プロジェクターの表示言語の種類 

x End of rl：現在上映されているリールの総上映時間（次のリールが始まるまで表示は変化せず） 

1.6. メニュー 
XD10 のメニューは２つの主要コントロール領域に分かれています。SETUP（システム設定)と、PLAYBACK
（プレーバック機能）です。メインメニューにはこの他に、システムバージョン表示、ステータスディスプレー

などの情報を得る事ができる INFO があります。次のページで、実際によく使う調整を例にとって、ナビゲーシ

ョンボタンを使ったメニュー階層の中の移動方法や値の設定の仕方を説明します。 
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メニューの使用例 

 
プログラムが上映されていない場合には、ディスプレイには READY とだけ表示さ

れ、電源オン状態であることを示す。 

 

 
ENTER ボタンを押す。 

 

 

 

 

 
メインメニュー画面。 

▼を 1回押して Setup を選び ENTER か►を押す。 

 

 

 

 

セットアップメニューが選ばれた。ENTER か

►を押す。 

 

 

 

 

 
TC リーダーオフセット画面が選ばれた。▲と▼で値を調節。 

ENTER か◄で決定。 

 

 

 

 
終了するには、▼を何回も押して 

このメニューの最後まで進む。 

あるいは◄を押して、前の画面にもどる。 

 

 

 

 

ENTER か►を押してメニューから出る。 

 

 

 

 

 

 
これで最初にもどる。 

 

MAIN MENU 
� Playback 
x Setup 
x Info 

SETUP MENU 
� TC Reader Offset 
x Setup 
x Video 

Set Timecode Reader 
Offset: 
 
  [ 30.00 ] Frames 

x Automation Setup 
x System Options 
x Display Language 
� Exit Menus 

Ready 

Ready 

SETUP MENU 
� TC Reader Offset 
x Setup 
x Video 

▲を使って上へ移動したり、パラメ

ーターの値を増やす。▼は下への移

動及びパラメーター値を減らす。◄ 
でメニューを順に戻り、►でサブメ

ニューに階層移動、ENTER で決定 
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▲を使って上へ移動したり、パラメ

ーターの値を増やす。▼は下への移

動及びパラメーター値を減らす。◄ 
でメニューを順に戻り、►でサブメ

ニューに階層移動、ENTER で決定 
 

Play Menu 

Control Menu 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

MAIN MENU 

PLAYBACK SETUP 
VERSION MAC ADDRESS 

VIDEO 

CSP LAMP 
STATUS 

Current Lamp Hours 

CONTENTS 

Features 
Trailers 
Delete Contents: 
   All 
   Features 
   Trailer 

SOUNDTRACK 

Soundtrack Language: 
   Automation 
   Last Installed 
   English (etc.) 

CSP LANGUAGE 

Automation 
CSP Off 
English Captions 
French (etc.) 

TC RDR 
OFFSET 

AUDIO SETUP 

Level Adjustment 
Language Versions  
Audio Tests 

SYSTEM OPTIONS 

COM2 Config 
   EMA Port 
   IR Port 
Set Password 
Network: 
   Enable/Disable 
   Address 
System Clock: 
   Set Time Zone 
   Set System Date 
   Set System Time 
   View Time Zone 

DISPLAY LANG 

English 
French 
German 
Italian 
Spanish 

CSP SETUP 

Image Size:50-100% 
Vertical Offset:  
Test Patterns: 
    Black 
    Flat Mask 
    Scope mask 
    View Area 
    White 
    Full Screen 
    Gray Patterns (1-4) 
Options: 
    Douser Type 
    Background Color 
    Light Intensity 

VIDEO SETUP 

Set Image 
Set Player Zone 
Set AutoStop 
Set Application 
Set Test/Normal 
Factory Settings 

Pin Definitions: 
    Preset/Custom 
Fallback Formats: 
    Soundtrack 
    Video 
Automation Modes: 
     6D compatible 
     Auto-Switch 
     Preselect Mode 

Format 

Pin Definitions: 
     Inputs/Outputs 
Language Setups: 
     Default 
     Setup P1-P3 

I/O Control 

AUTOMATION SETUP 

Automation Test 

Play 
Select Playlist 
Stop 
Stop at Seg End 

Status Menu 

Set Repeat: 
     Playlist 
     Segment 
     Off 
Next Segment 
Prev Segment 
Play 
Stop 

Video Logging 

Select Report 
Type 
Select Report 
Date 
Create & Export 
     Log to PC 
Log Control: 
     
Enable/Disable 
Delete Video 
Logs 

INFO 
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1.7. プレーバック 
XD10 のプレーバックメニューには、システムが動作中、必要なコントロールやステータス情報の表示全てが含

まれています。XD10 の機能の多くは、設備設置時にオートメーション動作設定されます。このプレーバックメ

ニューは映写技師やオペレーター向けにつくられており、パスワードはありません。 

使用しているシステムに CSS オプションが取り付けられている場合、プレーバックメニューの中で字幕の言語を

選択することが可能です。ビデオオプションが取り付けられている場合には、そこでマニュアル操作及び、ステ

ータスや表示の機能のコントロールをします。 

1.7.1.  サウンドトラック 
サウンドトラックメニューで、サウンドトラックの言語を、オートメーション設定さ

れている言語、前回使用された言語、その他の言語、のうちから選択できます。この

コントロール機能により、オートメーションの設定を変更せずにいろいろ変更する事

ができます。 
 

 このコントロールを可能にする為には、メニューから Setup→ 
AudioSetup→Language Versions まで行き、“Enabled”を選択します。 

 
 言語を選択したら、その言語のサウンドトラックが XD10 にロード

されていることを確認します。ロードされていない言語を選択してもプレ

ーモードにはなりません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MAIN MENU 

SOUNDTRACK 

Soundtrack Language: 
Automation 
Last Installed 
English (etc.) 

PLAYBACK 

MAIN MENU 

VIDEO LAMP STATUS CONTENTS SOUNDTRACK CSP LANGUAGE 

PLAYBACK 
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1.7.2.  ビデオ 

 XD10 にビデオオプションが付いていない場合ビデオメニューは表示されませ

ん。このメニューにはビデオのプレーリスト、ステータス情報、ビデオプロジ

ェクター（字幕やキャプションに使用される DTS-CS プロジェクターとは違う

タイプ）の手動操作へのアクセス、及び様々なロギングやレポートオプション

が含まれています。このビデオオプションの機能が付いたシステムを使用して

いなければ、これらのメニュー選択肢やビデオセットアップメニューにアクセ

スすることはできません。そのような場合、 “ビデオ機能はイネーブルされて

いません。ライセンスが必要です“という表示が出ます。 

1.7.2.1 プレーメニュー 

このメニューには Play、Stop、Stop at Segment End（現在上映されている

セグメントの終わり）のような標準的なコマンドが、用意されています。この

中から選択し、ENTER を押して決定します。 
注：Stop や Stop at Seg End を選択し、その後 Play を 

選ぶとそのビデオプログラムはまた頭からスタートします。 

Select Playlist オプションにより、ハードディスクドライブにダウンロードさ

れたビデオのプレーリストからビデオを選択できます。カーソルで Select 
Playlist をハイライトし、ENTER を押します。サブメニューが表示され、選択

可能なプレーリストが表示されます。例としては： 
Select Playlist 
( )LONG_LIST 
( )1_3_LIST 
( ) etc. 
一つを選び、ENTER を押します。 

注：ここに出ているプレーリストは、XD10 のハードディスクドライブで

再生できるものだけです。 

1.7.2.2.  ステータスメニュー 
現在選択されているビデオ再生の設定をみることができます。このステータス表示内容

は、Video Control と Setup メニューの両方で選択した結果を反映しています。 

PL: ALL 
Seg: Behind Enemy Lines 
Seg: 01 of 07 
Rpt: Segment 
Playlist Zone: 00 
Player Zone: 00 
Audio Type: DTS 
解説： 

x PL: プレーリスト名。DVD からダウンロードしたプレーリストの名称 

x Seg: 現在上映されているセグメントの名称 

x Seg: 現在上映されているセグメントの順番、例では、７つの中の一番目 

x Rpt:  (Repeat) この例では、現在のセグメントをリピート（次ページのコントロールメニューの
中のリピート設定を参照） 

x プレーリストゾーン：現在のプレーリストのゾーンコード 

x プレーヤーゾーン：この XD10 プレーヤーのゾーンコード（１− ２０ページのプレーヤーゾーンの
設定を参照） 

x オーディオタイプ：この例ではＤＴＳ 

MAIN MENU 

VIDEO 

Play Menu 

� Play 
x Select Playlist 
� Stop 
� Stop at Seg End 

Status Menu 

Control Menu 

Set Repeat: 
   Playlist 
   Segment 
   Off 
Next Segment 
Previous Segment 
Play 
Stop 

Video Logging 

Log Report: 
   Select Type 
   Select Date 
   Create & Export 
      Log to PC 
Log Control: 
   Enable/Disable 
   Delete Logs 

PLAYBACK 
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1.7.2.3 コントロールメニュー 

コントロールメニューは、現在のビデオプレーリストの次セグメントを開始したり、

前のセグメントをリピートしたり、あるいは現在のセグメントやプレーリスト自体

を持続的に上映するよう XD10 を設定したりさせてくれます。 

CONTROL MENU 
x Set Repeat 
� Next Seg 
� Prev Seg 
� Play 
� Stop 

▲か▼を押してカーソルを移動

し、ENTER を押す。Set Repeat
が選択されている場合、サブメ

ニューが表示される（下記を参

照）。 

 

Repeat Menu 
( )Playlist 
( )Segment 
( )Off 

▲か▼を押してカーソルを移動

し、ENTER を押し、決定する。 

 

リピートの設定 

x セグメント：現在のセグメントを継続してリピートする。 
x プレーリスト：プレーリスト全体を継続してリピートする。 
x オフ：リピートしない。 

 注：リピートが設定されているときに Stop のコマンドがかかると、その次に

出したプレー指示が原因となって、ビデオの現セグメントが頭からリスタート

し、Repeat: Off を選択するまでリピートモードのままになります。利便性を

考えて、このメニューにもプレーとストップコントロールがついています。 

1.7.2.4.  ビデオロギング 
ビデオロギングがイネーブルの状態になっていると、XD10 はビデオのプレーデータを１ヶ月間までトラッキン

グし、PC にそのレポートを送ったりと、様々なレポート要件を満たすことができます。コンテンツ、プレーリ

ストあるいはその両方を使用してログを作成することを選択したり、レポート期間を選択して日次のレポートや

月次のレポートを作成することもできます。 

VIDEO LOG MAIN MENU 
Log Report Menu 
Log Control Menu 
 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、⇒で

サブメニューを開く。 

 

Log Report Menu を選択すると、この例に類似したサブメニューが表示されます。 

Select Report Type 
Select Report Date 
Create and Export 
 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、⇒で

サブメニューを開く。 

 

Select Report Type を選ぶと、この例に類似したサブメニューが表示されます。 

Report Type 
( )Content 
( )Playlist 
( )Both 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、

ENTER で決定する。 

 

Select Report Date を選ぶと、この例に類似したサブメニューが表示されます。 

MAIN MENU 

VIDEO 

Control Menu 

Set Repeat: 
   Playlist 
   Segment 
   Off 
Next Segment 
Previous Segment 
Play 
Stop 

Video Logging 

Log Report: 
   Select Type 
   Select Date 
   Create & Export 
      Log to PC 
Log Control: 
   Enable/Disable 
   Delete Logs 

PLAYBACK 
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Report Period 
( )Today 
( )Yesterday 
( )Past 7 days 
( )Past 14 days 
( )Past 30 days 
( )Current month 
( )Previous month 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、

ENTER で決定する。 

 

Create and Export を選択すると、この例に類似したサブメニューが表示されます。 

PC Ready to Receive 
Log Report via IrDA? 
[ Yes (Send)  ] 
[ No (Cancel) ] 

▲と▼を使って Yes と No の間に止め、

ENTER で決定する。 

 

Log Control Menu を選択すると、この例に類似したサブメニューが表示されます。 

VIDEO LOG CTRL MENU 
Disable Logging 
Delete Video Logs 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、►で

サブメニューを開く。 

 

Disable Logging を選択すると、この例に類似したサブメニューが表示されます。 

Enable/Disable Log 
( )Disable Logging 
( )Enable Logging 

▲と▼を使ってカーソルを移動し ENTER

で決定する。 

 

Delete Video Logs を選択すると、この例に類似したサブメニューが表示されます。 

Delete All Video Logs? 
( )No (Cancel) 
( )Yes (Delete) 

▲と▼を使ってカーソルを移動し ENTER

で決定する。 

1.7.3 . CSP 言語 
 XD10 に CSS オプションがついていると、このメニューにより、配給された中から字幕言語

を選択、オートメーションコントロールで言語を指定、字幕無の指定などが可能になります。

CSS オプションが無い場合、CSS Off が事前に選択され、このようなオプションは使えませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

MAIN MENU 

PLAYBACK 

CSP LANGUAGE 

Automation 
CSP Off 
English Captions 
French (etc.) 
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1.7.4. コンテンツ 
コンテンツメニューにより、現在ローディングされている本編や全トレーラーのリストを

見たり、任意に削除したりできます。例として１− ３６ページの手順のチェックをご参照

ください。リストはハードディスクドライブにローディングされた順番で表示されていま

す。 

新しいファイル用のスペースが必要になり、ハードディスクから古いファイル

を削除するには、1ー1ページのコンテンツファイルマネージメントに説明が

あります。ご参照ください。  

Features か Trailers を選択し、現在装着されているファイルを確認します。 

Delete Contents を選択して、ハードディスクドライブから手動でファイルやトレーラー

を削除します（システムは新しいファイルをダウンロードする際スペースが無いと、一番

長く使用されていなかったファイルを自動的に削除します。1-1 ページのコンテンツファイルマネージメントを

ご参照ください）Delete Contents メニューは以下のとおりです。 

DELETE CONTENTS MENU 
All 
Features 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、►で

サブメニューを開く。 

Trailers  

 

All を選択すると： 

Delete All Contents? 
No  (Cancel) 
Yes (Delete) 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、►で

サブメニューを開く。 

 
No を選択すると、削除が中止されたというメッセージが表示されます。 
Yes を選択すると、コンテンツ全てが削除されたというメッセージが表示されます。 

Features を選択すると： 

Delete: Features 
Feature 1 
Feature 2 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、►で

サブメニューを開く。 

 

Trailers を選択すると： 

Delete: Trailers 
Trailer 1 
Trailer 2 

▲と▼を使ってカーソルを移動し、►で

サブメニューを開く。 

 

 

1.7.5.  CSP ランプステータス 
 XD10 に CSS オプションが付いていると、何時間 DTS-CSP（シネマ字幕プロジェクター）ラ

ンプが使用されたかがメニュー上に表示されます（プロジェクターのパワーがオンになって

いれば）。DTS-CSP ランプは１４００時間使用したらと交換します。１４００時間に到達す

ると、フロントパネル上の“CSP Lamp Fault”の LED のライトが付き、DTS-CSP のランプが

切れていれば点滅します。 

 

 

MAIN MENU 

PLAYBACK 

CSP LAMP 
STATUS 

Current Lamp 
Hours 

MAIN MENU 

PLAYBACK 

CONTENTS 

Features 
Trailers 
Delete Contents: 
   All 
   Features 
   Trailers 
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1.8. システムの設定 
XD10 の設定メニューには、XD10 本体を設置、操作、オートメーション動作、テスト用にセットアップする為に

必要なコントロールが全てが含まれています。また、CSS とビデオオプションの設定をするコントロール機能も

搭載されています。 

注：System Option で３けたのパスワードを設定することにより、このメニュー全体へのアクセスを

限定することができます。パスワードを設定したのちに、メインメニューから Setup を選択する

と、スクリーン上でパスワードを聞いてきます。そして正しいパスワードが入力されるまで、

Setup メニューはも表示されません。 

 

 

 

1.8.1. TC リーダーオフセット 
自分のタイムコードリーダーで必要とされる適切なオフセットを入力

することが可能になります（３章のタイムコードリーダーの同期調整 

を参照して、適切なオフセット決定の手順を調べてください）。 

TC RDR OFFSET を選択すると、このようなスクリーンが表示され、

そこで設定を変更することができます。 

Set Timecode Reader 
Offset: 
 
[ 30.00 ] Frames 
▲と▼を使ってフレームカウントを変更し、ENTER でその設定を保存し、終了します。 

MAIN MENU 

SYSTEM SETUP 

TC RDR OFFSET 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

MAIN MENU 

AUDIO SETUP 

AUTOMATION SETUP 

CSP SETUP 

TC RDR OFFSET VIDEO SETUP 

SYSTEM SETUP 

SYSTEM OPTIONS 

DISPLAY LANGUAGE 
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1.8.2. オーディオ設定 
オーディオ設定メニューで、オーディオレベルを調整し、プレーバック

メニュー内の言語選択のイネーブルやディスエーブルを行います。 

1.8.2.1. レベル調整 
XD10 は 300mV の基準信号アウトプットに適合します。この値は大概のシ

ネマプロセッサーで必要とされるインプットレベルです。しかし、変更

が必要な場合は、以下の手順で変更します。 

Select Audio 
x Reference Tone 
x Pink Noise 
 
▲と▼を使ってカーソルを移動し、ENTER で選択する。 

各オーディオチャンネルのレベル調整用として、1kHz リファレンス信号（全チャンネル一斉再生）か、ピンク

ノイズ（各チャンネルが順番に再生される）を選択することができます。ENTER を押すと、最初のチャンネル

の調整スクリーンが表示されます。ピンクノイズかリファレンストーンが再生され、チャンネルを調整している間中

再生されます。 

 注：00.0dB での 1kHz のトーンアウトプットは 300mV となります。 

Adjust level for 
Ch 1 (Left) 
[ +00.0 dB ] 
Tone on all channels 

► 又は ENTER ボタンを押すと次の 

チャンネルに移ります。 

 ▲  ▼ ボタンでレベルを変更出来す。 

▲と▼のボタンにより、各チャンネルのデフォルト設定（00.0dB）を＋06.4dB から− 06.2dB に変更することが

できます。表示されているチャンネルの望みのレベルが設定されたら、►か ENTER を押し、次のチャンネルに

移動します。システム上のチャンネル全てにこの操作を繰り返します。 

チャンネルの順番は、Ch1(レフト)、Ch2（ライト）、Ch3（センター）、Ch4（サブバス）、Ch5（サ

ラウンドレフト）、Ch6（サラウンドライト）、Ch7（レフトセンター）、Ch8（ライトセンター）、

Ch9（バックサラウンド）、Ch10（予備）です。 

1.8.2.2. 言語バージョン 
プレーバックメニューの中で言語選択をイネーブルしたり、ディスエーブルしたりすることができます。

Enable を選択すると、Playback:Soundtrack メニューをから言語の全選択肢にアクセスすることができます。

Disable を選択すると、アクセスは最後にローディングされた言語か、オートメーション機能に設定された言語

のみに限定されます。詳しい情報は、１− ３３ページの XD10 の言語管理をご参照ください。 

単一言語しか使用されていない地域の映画館では、言語バージョンは通常 disabled になっています。

複数言語のサウンドトラックが使用されている地域の映画館では enabled になっています。 

Language Versions 
[ ]Enabled 
[ ]Disabled 

 ▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で決定する。 

 

MAIN MENU 

SYSTEM SETUP 

AUDIO SETUP 

Level Adjustment 
Language Versions  
Audio Tests 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 



 

 XD10 Cinema Media Player, Installation and Operating Guide  Version 1.2 
 

Operational Overview 1 - 17 Document #: 9301E692001.0 
 

1.8.2.3. オーディオテスト 
リスニングのテストとして使用されるオーディオテストを選択します。システムキャリブレーションは、レベル

調整メニュー（前ページ）を使って行います。 

オーディオテストメニュー 
( )Pink Noise Cycle 
( )Alignment Tones 
( )Pink: Left 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で決定する。 

( )Pink: Left Surround  
( )Pink: Center  
( )Pink: Right Surround  
( )Pink: Right  
( )Pink: Sub Base  
( )Flying Disc  
( )Sonic Landscape  
( )Bill and Buzz  

Flying Disc（ディスクバージョン）と Sonic Landscape（ピアノバージョン）は DTS トレーラーです。 
Bill and Buzz（CSS オプション付きの場合）が字幕、リアウインドーキャプション、ナレーション（盲人用音

声解説）をアウトプットします。 

下の表は、ピンクノイズのサイクルテストの詳細です。 

表 1-1 ピンクノイズサイクルテスト 

トラック仕様 レベル 再生時間 チャンネル仕様 

5.1 チャンネル  -20 dBFS 各チャン

ネル 10 秒 

再生順 : L, C, R, LS, RS, SW 

7.1 チャンネル  -20 dBFS 各チャン

ネル 10 秒 

再生順 : L, LC, C, RC, R, LS, RS, SW 

8.1 チャンネル -20 dBFS 各チャン

ネル 10 秒 

再生順 : L, LC, C, RC, R, LS, RS, BS, SW 

9.1 チャンネル  -20 dBFS 各チャン

ネル 10 秒 

再生順 : L, LC, C, RC, R, LS, RS, BS, Aux, SW 

6.0 チャンネル  -20 dBFS 各チャン

ネル 10 秒 

再生順 : L, C, R, LS, RS, SW (フルレンジ) 

8.0 チャンネル  -20 dBFS 各チャン

ネル 10 秒 

再生順 : L, LC, C, RC, R, LS, RS, SW (フルレン

ジ) 

9.0 チャンネル  -20 dBFS 各チャン

ネル 10 秒 

再生順 : L, LC, C, RC, R, LS, RS, BS, SW (フルレ

ンジ) 

10.0 チャンネル  -20 dBFS 各チャン

ネル 10 秒 

再生順 : L, LC, C, RC, R, LS, RS, BS, Aux, SW 

(フルレンジ) 

 
サブウーファーのバンド幅は、“.1”のトラック仕様では 20Hz から 125Hz です。 
サブウーファーのバンド幅は、“.0”のトラック仕様では 20Hz から 20kHz（フルレンジ）です。 
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1.8.3. ビデオの設定 
ビデオ設定コントロールは、ユニットにビデオオプションが取り付け

られている場合のみついてきます。このオプションが取り付けられて

いないと、このメニューのコントロールは作動しない状態になってい

ます。ビデオオプション付きだと、このメニューにより取り付けられ

たディジタルビデオのプロジェクションシステムの設定、コントロー

ルが可能になります。 

1.8.3.1. 画像の設定 
適切な画像レゾリューションの指定、画像の明度やコントラストの調

整、あるいはスクリーン上の画像の位置の調整等に各サブメニューを

選択します。一回良好な設定ができれば、別のビデオプロジェクター

に付け替えない限り、そのユニットはそれ以上の調整は不要です。 

各サブメニューを選択すると、調整スクリーンが現れ、そこで現在の

設定を▲と▼のボタンを使って調整することができます。その後 ENTER を押して設定を決定し、SET IMAGE
メニューに戻ります。 

x 使用しているビデオプロジェクターと一致するよう、1024x768 か、1280x1024 の Resolution を選

択してください。 

x ビデオのサンプルをプレーし、劇場固有の最適な Brightness と Contrast に調整します。 

16:9 のビデオ画像をプレーし、Calibration コントロールを使って、画像がスクリーン上ベストな状態

になるようセンタリング（Cal Location）、スクイーズ（Cal Width）します。 

Set Image Menu 
x Resolution 
x Brightness 
x Contrast 
x Cal Location 
x Cal Width 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、►で

サブメニューを開く。 

 

Resolution を選択すると、以下のスクリーンが表示されます。 

Resolution Menu 
( )1024 x 768 
( )1280 x 1024  

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で決定する。  

注：画像キャリブレーション（Cal Location、次ページ）は、レゾリューション毎（1024x768 ある

いは 1280x1024）に個別に行います。 

 

Brightness を選択すると、以下のスクリーンが表示されます。 

Set Brightness 
 
Brightness:  55/100  

▲と▼を使って Brightness を変え、

ENTER 設定を保存する。 

 

Contrast を選択すると、以下のスクリーンが表示されます。 

Set Contrast 
 
Contrast:  55/100  

▲と▼を使って Brightness を変え、

ENTER で、設定を保存する。 

MAIN MENU 

SYSTEM SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

VIDEO SETUP 

Set Image 
Set Player Zone 
Set AutoStop 
Set Application 
Set Test/Normal 
Factory Settings 
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Cal Location（Calibrate Location）を選択すると、次のディスプレーが表示されます。 

注：ビデオ画像を調整する際、ビデオが上映されていなければなりません。また、キャリブレーショ

ンは、レゾリューション毎（1024x768 あるいは 1280x1024）に別個に行う必要があります。 

Use U, D, L, R 
 
To Adjust Image 
ENTER to Save and Exit  

▲▼◄►を使ってスクリーンの中央に

画像を置き、ENTER を押して設定を保

存する。 

 

Cal Width（Calibrate Width）を選択すると、次のディスプレイが表示されます。 

Use Up / Down 
To Adjust Width 
ENTER to Save and Exit  

▲と▼を使ってスクリーン上の画像の幅

を調整し、ENTER を押して設定を保存

する。 

 

1.8.3.2. プレーヤーゾーンの設定 
ビデオプログラムによっては、指定地域のみでプレーするよう指定されている場合があります。

プレーヤーゾーン設定を使って、自分のゾーンを調べます。設定された自分のゾーン以外のゾ

ーン用に指定された素材は、このシステムではプレーできません。 

各プレーリストは、それが作成された時、ゾーンが指定されています。プレーリストのゾーン

が、プレーヤーのゾーンと一致すれば、プレーリストが表示され、プレーが可能になります。 

注：個々のプレーリストにゾーン 00（ワイルドカード）を設定できます（すなわち、

ゾーンを 00 に設定したプレーリストは、プレーヤー側がどんなゾーン設定でも再生されるという

ことです）。ワイルドカードは、プレーヤー側にに設定することも可能です（その場合、全プレー

リストてがプレーできるということです）。 

 

Set Player Zone 
 
Player Zone = 00 

▲と▼を使って番号を変え、ENTER を

押して決定する。 

◄を押して、スクリーンを終了する。 

 

1.8.3.3.   オートストップの設定 
XD10 がオートメーションコントロールになっている場合、ビデオのストップ動作を決定することができます。

Stop Immediatelyを選択すると、オートメーションで設定された停止コマンドを受け取った時点でビデオが止

まります。 Stop at Seg End を選択すると、そのビデオのセグメントが終了するのを待ってビデオが止まりま

す。 

Autostop Menu 
( )Stop Immediately 
( )Stop at Seg End  

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER を押して決定する。 

 

1.8.3.4.   アプリケーションの設定 
映画館のスクリーンのマスキングコンフィギュレーションとビデオ画像を一致させるよう調整してくれるもので

す。Common Height （デフォルト設定）か、Common Width を適切に選択します。 

Application Menu 
( )Common Height 
( )Common Width  

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER を押して決定する。 

 

VIDEO SETUP 

Set Image 
Set Player Zone 
Set AutoStop 
Set Application 
Set Test/Normal 
Factory Settings 
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1.8.3.5.   テスト／ノーマル設定 
システムのトラブルシューティングで使用されるテスト画像を再生することができます。通

常の運用では、デフォルト設定 Normal にしておきます。 

Mode Menu 
( )Normal 
( )Test  

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER を押して決定する。 

 

1.8.3.6.   工場設定 
当初工場設定のされたビデオには様々な設定がされています。このような設定は、このメニューを使って復活さ

せることができます。 

Factory Settings 
 Keep Current 
 Restore Vid Default  

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER を押して決定する。 

Restore Video Default を選択して、工場設定を復活させると、以下の例に類似した確認のスクリーンが表示さ

れます。 

Settings changed 
to defaults 
Press ENTER  

ENTER を押して、終了する。 

現在の設定を変更したくない場合には、Keep Current を押すと、以下のスクリーンが表示されます。 

Settings  
Not changed 
Press ENTER  

ENTER を押して、終了する。 

 

VIDEO SETUP 

Set Image 
Set Player Zone 
Set AutoStop 
Set Application 
Set Test/Normal 
Factory Settings 
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1.8.4.   CSP 設定 
 CSP 設定コントロールは、ユニットに CSS のオプションが取り付けられ

ていなければ作動しません（付録 Gの取り付けの説明を参照）。オプショ

ンが取り付けられていないと、このメニュー内のコントロールは休止状

態となります。CSS オプションが取り付けられている場合、このメニュー

により最良の設定やキャリブレーションのコントロール、そして字幕プ

ロジェクションシステムのコントロールが可能になります。 

1.8.4.1.   画像サイズ 
字幕のサイズを選択する事が可能になります。システムがスクリーン上

にグリッドパターンを表示し、好みのサイズに調整してくれます。DTS-

CSS の字幕ディスクの字幕サイズの中から、選択できます。もし選択した

サイズの字幕が無ければ、システムはそのサイズに一番近いサイズを選

択します。 

Image Size Menu 
( )100% 
( )90% 
( )80% 
 : 
( )50% 
▲と▼を使ってカーソルを動かし、ENTER を押して設定を決定します。 

1.8.4.2.   垂直オフセット 
映し出される画像に対して垂直なオフセット（ピクセル単位）を入力することができます。まずテストパターン

（次項目で解説）を選択し、▲と▼を使って映し出される画像を垂直方向に調整します。オフセットを調整する

と画像が動きます。 

Set Projector 
Vertical Offset 
  
[    0  ] pixels 
▲と▼を使って数字の設定を変え、ENTER を押して設定を保存します。 

1.8.4.3.   テストパターン 
字幕のディスプレー精度最適化に使用するテストパターンを多種のパターンの中から選択することができます

（パターンを使ったテストの手順に関しては、付録 G のシネマ字幕システム(CSS)オプションを参照ください）。 

Test Pattern Menu 
( )Black 
( )Mask Area  
( )View Area 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で決定する。 

このほか： 

白 
フルスクリーン 
グレーパターン（１）から（４） 

MAIN MENU 

SYSTEM SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

CSP SETUP 

Image Size: 50-100% 
Vertical Offset:  
Test Patterns: 
    Black 
    Flat Mask 
    Scope mask 
    View Area 
    White 
    Full Screen 
    Gray Patterns (1-4) 
Options: 
     Douser Type 
     Background Color 
     Light Intensity 
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1.8.4.4.   オプション 
このメニューの、映写される字幕の背景を黒に特定するオプションにより、字幕の映りの明るさを調整すること

が可能になります。 

CSP Options 
Douser Type 
Background Color  
Light Intensity 

▲と▼を使ってカーソルを動かし►でサ

ブメニューを開く。 

 

ダウサー（遮光板）のタイプを選ぶサブメニューで、電子式 Electrical かメカニカル Mechanical のダウサー

（遮光板）を選択します。メカニカルタイプのダウサーは映画の始めに開き、映画の終了で閉じます。 

Douser Type 
( )Electronic 
( )Mechanical  

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で決定。 

バックグラウンドカラーのメニューで黒かノーマルを選びます。 

Background Color 
( )Normal 
( )Black  

▲と▼を使ってカーソルを動

かし、ENTER で決定。 

明暗度のメニューで低、高のどちらかを選びます。 

Light Intensity 
( )Low 
( )High  

▲と▼を使ってカーソルを動

かし、ENTER で決定。 

デフォルト設定は高です。冷却ファンが何らかの理由で動かなくなると、プロジェク

ターは低のスイッチに切り替わります。そして再びファンシグナルがオンになると、

高パワーに戻ります。 

注：ファン無しにプロジェクターが高いパワーで作動し続けると高温になり、プロジェクターの寿

命に悪い影響を及ぼします。しかし普通の状態では、あまり低いパワーで動き続けてもランプの寿

命を損ねる危険性があります。 

CSP SETUP 

Image Size: 50-100% 
Vertical Offset: Test 
Patterns: 
    Black 
    Flat Mask 
    Scope mask 
    View Area 
    White 
    Full Screen 
    Gray Patterns (1-4) 
Options: 
     Douser Type 
     Background Color 
     Light Intensity 
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1.8.5.   オートメーション設定 
 XD10 は、フィルムのサウンドトラックと字幕言語、ビデオ機能、ビデオとオー

ディオ両方のプレーバックのフォーマットを自動制御するようシステム全体の

中で構成することができます。XD10 のオートメーションコネクターのソフトウ

ェア的にアサインできるピンによって、どのシネマプロセッサーへの接続も簡

単な配置ででき、デフォルト及びフォールバックフォーマット選択も簡単で、

どのような再生環境でも最良のオーディオ再生が期待できます。 

オートメーション設定メニューで、既存のピンフォーマットへのアクセスも簡

単にでき、また個別の設置条件に見合った特殊なフォーマットを作成すること

も楽にできます。特別なメニューにより、XD10I/O コントロールコネクターを通

して個々オートメーションシステムに合ったデフォルトやフォールバックの設

定ができ、そのコンフィギュレーションにあったテストをさせることもできま

す。 

AUTOMATION / CONTROL 
·Format 
·I/O Control  
·Test 

▲と▼を使ってカーソルを動

かし、►でサブメニューを開

く。 

 

1.8.5.1.   フォーマットの指定 
XD１０の２５ピンオートメーションコネクターには、ユーザーが割当できるピ

ンが８本あり、使用シネマプロセッサーに合わせたカスタマイズができます。、

最も使用されているシネマプロセッサーに見合ったピン配列の選択、それらの

設定のカスタマイズ、ピン配列の特殊バージョンの作成、フィルムサウンドト

ラックとビデオの両方で使用されるフォールバックオーディオフォーマットの

を定義づけなどが可能になります。 

 ビデオフォールバックのメニューは、XD10 ビデオオプションが取

り付けられている場合にのみ動きます。 

FORMAT AUTOMATION 
·Pin Definitions 
·Fallback Format 
·Operating Mode 

▲と▼を使ってカーソルを動

かし、►でサブメニューを開

く。 

 

ピン配列 

Pin Definitions を選択すると、以下のサブメニューが表示されます。 

FORMAT PIN DEFS 
·Predefined Formats 
·Custom 
 

▲と▼で数字の設定を変え、▲と▼を使ってカーソルを動かし、►でサブメニューを開く。 

MAIN MENU 

SYSTEM SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

Pin Definitions: 
     Preset/Custom 
Fallback Formats: 
    Soundtrack 
    Video 
Operating Modes: 
    6D compatible 
    Auto-Switch 
    Preselect Mode 

Format 

Pin Definitions: 

     Inputs/Outputs 
Language Setups: 
     Default 
     Setup P1-3 

I/O Control 

AUTOMATION SETUP 

Automation Test 
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Predefined Formats は、よく普及したシネマプロセッサー各種の正しいピンの配列を自動的に構成します。 

Automation Preset 
( )DTS-6D Emulation 
( )DTS-6AD/ECP  
( )CP-65 
( )CP-200 
( )CP-500 
( )CP-650 
( )Sony D3000 
( )UltraStereo JS 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で設定を保存。 

Custom を選択して、セットされている既成ピンフォーマットを確認し、調整可能な８本のピンの一部、あるい

は全部のアサインを変更します。 

Format Pins 
Pin 1: Mono 
Pin 2: A  
Pin 3: SR(1) 
 : 
Pin 8: 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、►で

ピンを選択。 

あるピンを選択するとピンアサインを変更できる Change Pin スクリーンが表示されます。 

Change Pin X 
( )Unused 
( )Mono  
( )A 
( )SR (1) 
 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、ENTER を押して設定を選択

する。EXIT までスクロールダウンし、◄を押してスクリーンを

出る。 

選択肢は以下のとおりです： 

x Unused 
x Mono 
x A 
x SR (1) 
x SR (2) 
x SR-D 
x External 
x Nonsync  (1) 
x Nonsync  (2) 
x Aux 
x User 1 
x User 2 
x DTS (Pulse) 
x DTS (Sustained) 
x DTS-ES 
Mono, A, SR(1), SR(2) は、オーディオヘッダーファイルに使用されるオプティカル

フォーマットです。 
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フォールバックフォーマット 

フォーマットメニューで、XD10 が最優先に指定されたオーディオフォーマットを検出できな

い時、サウンドトラック再生に使用する“フォールバック”フォーマットも選択することが

できます。XD10 にビデオオプションが取り付けられていれば、ビデオプログラム用のフォー

ルバックフォーマットも選択できます。 

注：XD10 はサウンドトラックのプレーバック中、以下の状況下では事前に選択さ

れたフォールバックにスイッチが切り替わります： 

x タイムコードが停止したり、あるいはタイムコード読み取り不能秒数が許容量

をこえたとき。 

x サウンドトラックのリール番号やシリアルナンバーが、現在 XD10 のハードディスクドライブにダ

ウンロードされているサウンドトラックのどれにも一致しないとき。 

x タイムコードが、サウンドトラックのファイルの指定するリール終了点を過ぎても継続作動すると

き。 

x XD10 が内部のハードウェアやソフトウェアのエラーを感知するとき。 

FALLBACK FORMATS 
Soundtrack 
Video  

▲と▼を使ってカーソルを動かし、►を

押してサブメニューを開く。 

 

フィルムサウンドトラックのフォールバック 

Soundtrack を選択すると以下の表示でオプションの選択を求めてきます。 

Soundtrack Fallback  
( )Automatic 
( )Mono 
( )A 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で選択。 

EXIT までスクロールダウンし、◄を押

して出る。 

Soundtrack Fallback の選択肢は以下のとおりです： 

x Automatic 
x Mono 
x A 
x SR  (1) 
x SR  (2) 
x SR-D 
x External 
x Nonsync  (1) 
x Nonsync  (2) 
x Aux 
x User 1 
x User 2 
x DTS (Pulse) 
x DTS (Sustained) 
x DTS-ES 

Automatic をフォールバックフォーマットに選択すると、オーディオエラーが起こった場合に

XD10 が、サウンドトラックオーディオヘッダーで指定されているオプティカルフォーマット

（Mono, A, SR）に切り替わってしまいます 

Pin Definitions: 
     Preset/Custom 
Fallback Formats: 
    Soundtrack 
    Video 
Operating Modes: 
    6D compatible 
    Auto-Switch 
    Preselect Mode 

Format 
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ビデオフォールバック 

XD10 にビデオオプションが取り付けられていれば、Video を選択して以下のオプションを選択

してください。 

Video Fallback  
( )Mono 
( )A 
( )SR (1) 

▲と▼を使ってカーソルを動か

し、ENTER で選択。 

EXIT までスクロールダウンし、

◄を押して出る。 

ビデオフォールバック選択肢は以下のとおりです: 

x Mono 
x A 
x SR (1) 
x SR (2) 
x SR-D 
x External 
x Nonsync  (1) 
x Nonsync  (2) 
x Aux 
x User 1 
x User 2 
x DTS (Pulse) 
x DTS (Sustained) 
x DTS-ES 

 ビデオセレクションは XD10 ビデオオプションが取り付けられていなければ、作動しません。 

1.8.5.2.   動作モード 
XD10 はオーディオフォーマット切り替えをオートメーション化するようシステム構成す

ることもできます。このメニューでオートメーションのモードを選べます。DTS-6D エミ

ュレーション、自動切換え、プリセレクトの項目です。 

Automation Mode 
( )DTS-6D Emulation 
( )Auto-switch  
( )Preselect Mode 
 

▲と▼を使ってカーソルを動か

し、ENTER で有効。  

DTS-6D Emulation 
このモードは、6D 特有のフィルム終了時の動作を変更することなく、DTS6D を XD10 で直接置き替

えるためにつくってあります。 

このモードでは XD10 は DTS のフォーマットでサウンドトラックオーディオをプレーします。サウ

ンドトラックが最終リールの最後の２分に到達し、ディジタルモードからフォールアウトすると１、

XD10 がノンシンク･フォーマットに切り替わります（このタイミングは、オーディオファイルヘッ

ダーから最終リールを選び、そのファイルの最後から２分差し引いた時点を割り出すので、ファイ

ルサイズにより変わってくる）。 

AutoSwitch (オプティカルフォーマット) 

このモードでは、XD10 は現時点でオプティカルフォーマット（Mono,A,あるいは SR）にはいってい

る場合のみ、DTS フォーマットに切り替わります。そのため、その他の外部フォーマットをつかっ

ても XD10 にオーバーライドされる心配がありません。 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

1．タイムコードも再生できるオーディオも無いと、DTS モードからフォールアウトします。 

Pin Definitions: 
     Preset/Custom 
Fallback Formats: 
    Soundtrack 
    Video 
Operating Modes: 
    6D compatible 
    Auto-Switch 
    Preselect Mode 

Format 

Pin Definitions: 
     Preset/Custom 
Fallback Formats: 
    Soundtrack 
    Video 
Operating Modes: 
    6D compatible 
    Auto-Switch 
    Preselect Mode 

Format 
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Preselect Mode (SRD 互換) 

このモードにより、オートメーションシステムのフォーマット切り替えに対して、いろいろなコン

トロールができます。このモードにおいては、XD10 のオートメーション機能を動作させる為に、

DTS フォーマットを選択しておかなければなりません。 

オートメーションシステムで DTS が選択されていると、XD10 はあらかじめ選択したフォールバッ

ク用オプティカルフォーマットのモードにあり、サウンドトラックが始ると DTS に切り替わり、映

画再生終了前にサウンドトラックのデコーダーが停止すると、自動的にさきのフォールバックフォ

ーマットに戻ります。 

1.8.5.3.   I/O コントロール 
 XD10 は、リアパネルの I/O コネクターとオートメーション設定メニューの I/O コントロールから、

言語選択、ビデオのストップとプレー等の操作機能を提供しています。このメニューで

は、XD10 をビデオのイベントトリガーの外部コントロールを受け入れたり、XD10 アウト

プットコントロールピンを指定したり、サウンドトラックや字幕言語のデフォルトを特

定したり、アウトプットを最大３つまで定義したり等が可能になります。 

 

 

 

ピン定義 

I/O PIN DEFINITIONS 
Inputs 
Outputs  

▲と▼を使ってカーソルを動かし►でサ

ブメニューを開く。 

Inputs を選択して画面を表示し、Inputs 1,2,3 を選びます。 

INPUT CONTROL PINS 
In 1:  
In 2:  
In 3: 

▲と▼を使ってカーソルを動かし►で選

択。 

ひとつのインプットを選ぶと、アサイン（割当指定）スクリーンが表示されます。 

Change In 1 
 
( )Unassigned 
( )Start Video 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で選択。 

以下のなかから割り当てる機能を選択します。 

 Unassigned 
 Start Video 
 Stop Video 
 Lang Setup (言語セットアップメニューで対応 pin # が定義されている) 
 TCR 1/2 

Outputs を選択して画面を表示し、Outputs1,2,3 を選びます。 

OUTPUT CONTROL PINS 
Out 1:  
Out 2:  
Out 3: 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で選択。 

ひとつのアウトプットを選ぶと、アサイン（割当指定）スクリーンが表示されます 

I/O CONTROL 
Pin Definitions 
Language Setups  
 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、►で
サブメニューを開く。 

 

Pin Definitions: 
     Inputs/Outputs 
Language Setups: 
     Default 
     Setup P1-3 

I/O Control 
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Change Out 1 
 
( )Unassigned 
( )Video Stop 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で選択。 

以下のなかから割り当てる機能を選択します。 

 Unassigned 
 Video Stop 
 DTS output 
 ES Output 

言語セットアップ 

ピン 1，2，3の I/O ピンアサインが Lang Setup で設定されていると、サウンドトラッ
クと字幕の組み合わせを 3種類定義することができます。サウンドトラックとビデオの
デフォルト選択もできます。 

例は、１− ３４ページの言語オートメーション設定の使用法 をご参照ください。 

 

x D 

 

 

 

 

 

x Default を選択し、サウンドトラックとビデオで使用できる言語の中からデフォルトを指定します。
LangSetup でピン＃の設定が定義されていない場合、ここでの選択内容が I/O コントロールのデフォ
ルトとして使用されます。 

LANGUAGE DEFAULT 
Soundtrack 
Subtitle 
 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、►で

次のサブメニューを開く。 

サウンドトラックのデフォルトと字幕のデフォルトに共通の選択肢があります。 

Soundtrack Default 
( )Arabic 
( )Basque 
( )English 
( )French 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で選択。 

EXIT までスクロールダウンし、◄で画

面を出る。 

 

Subtitle Default 
( )CSP Off 
( )Undefined 
( )Arabic 
( )French 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で選択。 

EXIT までスクロールダウンし、►で画

面を出る。 

 

x I/O コントロールピン１、２、３のどれかが Lang Setup に割り当てられているとき時使用したい

サウンドトラックと字幕言語を Setup P1、P2、P3 のどれかに割り当てます。 

LANGUAGE SETUP 1 
Soundtrack 
Subtitle 
 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、►で

次のサブメニューを開く。 

LANGUAGE SETUP MENU 
Default 
Setup Input 1 
Setup Input 2 
Setup Input 3 
 

▲と▼を使ってカーソルを動か

し、►で次のサブメニューを開

く。 

Pin Definitions: 
     Inputs/Outputs 
Language Setups: 
     Default 
     Setup P1-3 

I/O Control 
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サウンドトラックと字幕の言語設定にも共通の選択肢があります。 

Language #1 
( )Arabic 
( )Basque 
( )English 
( )French 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で選択。 

EXIT までスクロールダウンし、◄で画

面を出る。 

 

Subtitle #1 
( )CSP Off 
( )Undefined 
( )Arabic 
( )French 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で選択。 

EXIT までスクロールダウンし、◄で画

面を出る。 

 

1.8.5.4.   オートメーションテスト 
フォーマットを選択しおわったら、Automation Setup メニューの

中の Automation Test を選ぶことにより、ピン１− ８、I/O コント

ロールピン１− ３、CSP プロジェクターファンなどの機能を確認する

ことができます。 

 

表示されるアスタリスクを動かし、ピン１− ８を示す８つ点線からひ

とつを選ぶか、アウトプット１− ３と CSP プロジェクターファンを示

す４つの点線のなかからひとつを選びます。ENTER を押して指定し

たラインにパルスを与えます（そしてテストされている点線ピンアサ

イン内容を表示します）。 

 

Automation Test 
Fmt:-------- In:---- 
[Pin 1: Mono       ] 
[Enter] to Pulse 

▲と▼を使ってカーソルを動か

し、PIN を選択。ピンアサイン

の内容がスクリーン上に表示さ

れる。ENTER を押しパルスを

与える（テスト）。 

 

MAIN MENU 

SYSTEM SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

AUTOMATION SETUP 

Automation Test 
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1.8.6.   システムオプション 
設定コントロールのパスワード保護、ネットワークコミュニケーション

のイネーブル、システムクロックの設定等の選択ができます。 

1.8.6.1.   COM2 コンフィギュレーション 
このメニューを使って COM2 を、EMA ポート（CSP のビデオコントロール

用）か IR ポート（XD10 からノートパソコンへビデオログファイルをワ

イアレスでダウンロードするため）に設定します。 

ビデオロギングが必要で、かつ字幕プロジェクターを使用し

ている場合、ログファイルのダウンロードが終了したら、こ

の設定を EMA ポートに戻さなければなりません。 

この設定が変更されたら、その変更を有効にするために再起

動しなければなりません。 

COM2 Configuration 
( )EMA Port 
( )IR Port 
 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、ENTER で選択を決定。変更を有効に

するために再起動する。 

1.8.6.2.   パスワード設定 
システム構成と設置が完了したら、３桁のパスワードを指定することにより、XD10 の全設定メニューへのアク

セスを制限することができます、パスワードを指定した後、Main Menu から System Setup を選択するとパス

ワード入力画面が表示されます。正確な数値を入力しない限り、設定メニューに入ることはできません。パスワ

ードを 000（デフォルト）に設定すると、どのオペレーターもシステムにアクセス可能になり、パスワード入力

画面は出なくなります。 

Password 
[ 0 0 0 ] 
  * 
 

パスワードの設定には、▲と▼を使って画面上のアスタリ

スクが表示された桁で設定する。◄と►を使って桁を示

すアスタリスクを移動する。 

ENTER でパスワードを有効にさせる。 

 
注：アスタリスクが左端の桁の下にある時◄ボタンを押すと、このボタン本来の機能でメニュー

からでることができます。この動作でパスワードが変わることはありません。 

 
このパスワードをメモし、安全な場所に保管してください。パスワードを忘れたときは DTS カスタ

マーサービスにご相談ください。 

MAIN MENU 

SYSTEM SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

SYSTEM OPTIONS 

COM2 Configuration 
   EMA Port 
   IR Port 
Set Password 
Network: 
   Enable/Disable 
   Address 
System Clock: 
   Set Time Zone 
   Set System Date 
   Set System Time 
   View Time Zone 
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1.8.6.3.   ネットワーク 
ネットワークコミュニケーションのイネーブル/ディスエイブルを選択し、本機がネットワークに接続されてい

て、コミュニケーションが可能な状態であれば、Network IP Address を表示できます。 

NETWORK MENU 
Enable/Disable 
Address 
 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、►で

次のサブメニューを開く。 

Enable/Disable を選択すると、下のサブメニューが表示されます。 

Network Enable 
( )Disabled 
( )Enabled 
 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で決定。◄で出る。 

Address を選択すると、IP Address が表示されます。 

Network IP Address 
[XXX.XX.X.XX] 
 

◄で画面を出る。 

 

1.8.6.4.   システムクロック 
システムクロックメニューで、自分のユニットの日付、時間、タイムゾーン等を見たり設定したりできます。タ

イムゾーンを設定すると、XD10 が自動的にサマータイムの設定を行います（日付、時間及びタイムゾーンの設

定はビデオロギングにだけ必要です）。 

SYSTEM CLOCK MENU 
Set Time Zone 
Set System Date 
Set System Time 

▲と▼を使ってカーソルを動かし 
▲と▼を使ってカーソルを動かし、

ENTER で決定。◄で出る。 

 

  

 

タイムゾーンの設定 

Set Time Zone を選択すると、まず現在のタイムゾーンが表示されます。 

Current Time Zone: 
[Enter] to select 
[America/Los Angeles] 

ENTER を押してスクリーンを変え、そ

の変更を変えずに◄で出る。 

現在の設定を変えたい場合、ENTER を押します 

Select Time Zone 
Location: 
[Americas] 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、オプ

ションを検索。ENTER を押して選択を

する。 

この例では、[Americas]を選択すると、次のサブメニューが表示されます。 

Select Country 
[United States] 
 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、オプ

ションを検索。ENTER を押して選択を

する。 
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引き続きこの例を使い、[United States]が選択されると、次のサブメニューが表示

されます。 

Select Time Zone 
and hit ‘Enter’ 
[America/Los_Angeles] 

▲と▼を使ってカーソルを動かし、オプションを検索。ENTER を押し

て選択をする。 

システムの日付設定 

Set System Date を選択し、次のスクリーンを表示します。 

Set Date: 
[MM:DD:YYYY] 
[04:01:2003] 
  * 
 

日付の設定には、▲と▼を使って表示画

面のアスタリスクの付いた桁に行く。◄
と►を使ってカーソルを動かし、桁間を

移動する。ENTER を押して日付の決定

をして出る。 

 

システムの時間設定 

Set System Time を選択し、次のスクリーンを表示します。 

Set Time: 
[hh:mm:ss] 
[11:45:20] 
  * 
 

時間の設定には、▲と▼を使って表示画

面のアスタリスクの付いた桁に行く。▲

と▼を使ってカーソルを動かし、桁間を

移動する。ENTER を押して日付の決定

をして出る。 

 

1.8.7.   ディスプレイ表示の言語 
XD10 のメニュー表示使用される言語を選択します。選択肢は、英語（デフォルト）、フランス

語、ドイツ語、イタリア語スペイン語です。 

1.9.  INFO 
MAIN MANU – INFO ページを出し、バージョンと MAC アドレスサブメニューを表示します。 

1.9.1.   バージョン 
Info のメニューから Version を選択すると、現在 XD10 にインストールされているソフトウェアのバージョンが

表示されます。この情報は、システムのソフトウェアアップグレードのとき必要です。 

1.9.2.   MAC アドレス 
Info のメニューから MAC Address を選択すると、XD10 独自の MAC アドレスが表示されます。ソフトウェアオ

プションの発注及びインストールに必要な情報です。 

MAC アドレスは、DTS の工場で個々の XD10 プレーヤーに指定された独自のアドレスです。ネットワークの ID と

して使用されたり、オプションのアップグレードやその他の将来的なアプリケーションに使用されたりするもの

です。XD10 のオプションやアップグレードを発注される際に、MAC アドレスが必要です。 

DISPLAY LANG 

English 
French 
German 
Italian 
Spanish 
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1.10.  XD10 の言語管理 
劇場によっては、同一の映画でも異なった言語の吹き替え版サウンドトラックを必要とする所があります。また

一日の興行でもバージョン変更をする必要のある劇場もあるかもしれません。XD10 ではひとつの作品の複数の

バージョンをハードディスクドライブにコピーすることが可能です。バージョン全てに同じシリアルナンバーが

割り当てられているので、どのバージョンを上映するかを選択するには、XD10 に追加の情報を与える必要があ

ります。 

XD10 が正確にディスクの言語を認識するよう、オーディオファイルヘッダーに言語認識用コードが付いていま

す。この ID は数値です。XD10 にはその数値と言語の種類を関連づける表が入っています。付録 Dの言語管理 

をご参照ください。 

1.10.1.  トレーラーについての注意 
言語バージョンがトレーラーファイルの言語設定に合っていなければ、トレーラーの音声をプレーすることはで

きません。 

“Last installed”とは、そのシリアルナンバーとリール番号の組み合わせで一番最近 HDD へインストールされ

たオーディオファイルという意味です。一番最近インストールされた言語というのは本当は存在しません。なぜ

なら、映画３本を別々の言語でインストールすると、全て“Last installed”という表示のもとでプレーされる

からです。言語バージョン選択がディスエイブルの時も同様です。同一の映画を３つの異なる言語でインストー

ルすれば、一番最近インストールされたもののみが“Last installed”として上映されます。言語バージョン選

択がディスエイブルの時も同様です。 

1.10.2.  言語バージョンイネーブル 
 XD10 は、大体は複数の言語を必要としない所に設置されています。

その場合には言語の選択は disabled ディスエーブルされていなけ

ればなりません。ディスエーブルモードになると、言語バージョン

メニューオプションや機能がすべて停止し、XD10 は 1 作品に複数の

言語バージョンを保存しません。一番最近インストールした言語バ

ージョンが、それ以前の言語バージョンを上書きしてしまいます。 

 

LANGUAGE VERSIONS 
Æ(*)Enabled 
y ( )Disabled 
y    Exit 

 

1.10.3.  言語バージョン選択 
このオプションは、1 映画作品に複数の言語を使用する劇場のみが必要とする機能です。

映写技師が次回の上映用に選択します。 

Soundtrack Language 
y ( )Automation  
Æ(*)Last Installed  
y ( )English 
y ( )French 
y ( )… 
y    Exit 

 

x Last Installed– 一番最近、あるシリアルナンバーとリール番号の組み合わせでインストールさ

れたオーディオファイル。 

一番最近インストールされた言語というのは本当は存在しません。なぜなら、映画３本を別々の言

語でインストールすると、全て“Last installed”という表示のもとでプレーされるからです（言

語バージョン選択がディスエイブルの時も同様です）。 

MAIN MENU 

PLAYBACK 

SOUNDTRACK 

SOUNDTRACK 
LANGUAGE 

MAIN MENU 

SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

AUDIO SETUP 

LANGUAGE VERSIONS 
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同一の映画を３つの異なる言語でインストールすれば、一番最近インストールされたもののみが“Last 

installed”として上映されます（言語バージョン線選択がディスエイブルの時も同様です）。 

 

x Automation – 言語の選択が自動で行われます。これは自動選択が利用できるときのみ表示さ

れます。 

x English, French, etc. – 次の上映で使用される言語を決めるのに使います。  

 注：ハードディスクドライブに選択した言語が入って無い場合、プレーヤーはオプティカル音声に

なります。 

1.10.4.  言語設定オートメーションの使用 
自動言語選択機能が必要なら、システム全体の設置取付業者がオートメーションの設定内容に言語再生のコント

ロール機能を含めておかなければなりません。 

1. I/O Control ポートの１から３のピンを言語の切り替

えに用に選択します。 

 

 

I/O Control 
Æ Pin Definitions 
y  Language Setups 
y  Exit 

 

I/O Pin Definitions 
Æ Inputs 
y  Outputs 
y  Exit 

 

Input Control Pins  
Æ In 1: Unassigned ENTER を押して選択。 

y  In 2: Unassigned  
y  In 3: Unassigned  

 

Change In 1 
Æ (*) Lang Setup 1 
y  ( ) Lang Setup 2 
y  ( ) Lang Setup 3 

その他のオプションとしては： 
Unassigned 

Start Video        Stop Video  

Projector ON            

 

MAIN MENU 

SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

AUTOMATION SET UP 

I/O CONTROL 
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2. Language Setups のサブメニューでデフォルトオーディオ言語を指定します。 

 

I/O Control 
y Pin Definitions 
ÆLanguage Setups 
y Exit 

 

LANGUAGE SETUP MENU 
ÆDefault 
y Setup #1 
y Setup #2 

 

LANGUAGE DEFAULT 
ÆSoundtrack 
y Subtitle 
y Exit 

 

Soundtrack Default  

Æ(*)English ENTER を押し選択。 

y ( )French  
y ( )German  

 

3. CSS が取り付けられている場合、必要に応じてデフォルト設定に CSS 字幕言語を指定します。 

 

 

LANGUAGE SETUPS 
ÆDefault 
y Setup #1 
y Setup #2 

 

LANGUAGE DEFAULT 
y Soundtrack 
ÆSubtitle 
y Exit 

 

Subtitle Default 
Æ(*)English 
y ( )French 
y ( )German 

その他のオプションとして

は： 
( ) CSP Off 
( ) Undefined 
ENTER を押して選択。 

 

4. 希望する言語毎に上記のステップ２と３を繰り返します。 

完全にオートメーションしたい場合は、プレーバックメニュー中のサウンドトラック言語選択と字幕言語選択の

両方でオートメーションを選択しなければなりません。それ以外の方法は、サウンドトラックをオートメーショ

ンにし、字幕をマニュアルで選択する、またはその逆。自動機能は、オーディオか字幕（あるいは両方）用の言

語を選択する事により取り消す事ができます。 

MAIN MENU 

SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

AUTOMATION SET UP 

I/O CONTROL 

MAIN MENU 

SETUP 

OPTIONAL PASSWORD PROTECTION 

AUTOMATION SET UP 

I/O CONTROL 

LANGUAGE SETUPS 
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1.11. チェックの手順 
異なる言語で上映する映画作品を最初にセットアップする際、映写技師の方は XD10 に必要な言語が全てインス

トールされているかどうかの確認されることをお奨めします。 

Contents-Features（映画本編）と Contents-Trailers（トレーラー）の表示メニューで、HDD にインストールさ

れている作品本編及びトレーラーを、インストールされた順番に表示できます。 

 

Contents—Features 
Æ Signs 
y  Blue Crush 
y  Spykids 2 
y  Austin Powers 
y  Exit 

 Contents—Trailers 
Æ triktrl1 
y  rocktrl2 
y  deeptrl3 
y  Exit 
 

▼と▼を使ってリストをスクロールする。 

1.12. 既存のディスクとの互換性 
言語 ID の設定してないディスクをローディングし、言語バージョンメニューがイネーブルに設定されていると、

プログラムから言語を特定するよう求められます。 

言語バージョンメニューがディスエーブルなら、言語の特定は求められません（１− ３３ページの言
語バージョンイネーブル をご参照ください）。 

 

LANGUAGES 
y ( ) English 
Æ(*) French 
y ( ) Greek 
y ( ) Russian 
y     … 
y     Exit 

言語を選択すると、確認の画面が現れます。 

Confirm Select 
( )Yes / Accept 
( )No / Reselect 
( )Abort 
y     Exit 

▼と▼を使ってカーソルを動か

し、ENTER で決定する。 

x Yes –  ディスクのダウンロードを開始します。 

x No – 前のメニューに戻り、他の言語を選択します。 

x Abort –  ディスクをイジェクトします（コピーしない）。 

MAIN MENU 

PLAYBACK 

CONTENTS 



 

 



 

 




